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新
企
画
の
ご
案
内> 

若
松
、
大
牟
田
を
旅
す
る 

 

日
本
近
代
化
遺
産
を
見
て
歩
く 

《
第
13
総
会
報
告
》 

市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
長
ら
く
活

動
を
休
止
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
だ
こ
と
か

ら
１
月
15
日
に
会
員
32
名
の
出
席
で
第
13
回
総
会

を
開
催
し
、
新
年
度
方
針
と
新
役
員
の
選
出
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
に
先
立
っ
て
元
市
職
労

市
政
研
究
会
事
務
局
長
の
横
多
文
男
さ
ん
か
ら
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
公
衆
衛
生
の
危
機
」
と
題
し

て
講
和
が
あ
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
活
動
再
開
に 

総
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
依
然
と
し
て

続
い
て
い
る
状
況
も
踏
ま
え
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、 

①
「
少
人
数
の
サ
ー
ク
ル
、
同
好
会
な
ど
の

自
主
的
、
自
発
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。
そ

の
た
め
『
山
好
き
同
好
会
』
『
小
旅
ク
ラ
ブ
』

の
企
画
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
進
め
る
。 

②
バ
ス
ハ
イ
ク
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
・
サ
ロ

ン
、
歴
史
散
歩
等
の
多
数
参
加
の
企
画
に
つ
い

て
、
感
染
対
策
を
踏
ま
え
た
企
画
と
し
て
８
月

以
降
に
検
討
す
る
。 

③
退
任
役
員
と
し
て
田
中
賢
吾
さ
ん
、
新
役

員
に
田
中
保
彦
さ
ん
を
確
認
し
ま
し
た
。 

④
「
退
職
者
の
会
」
運
営
費
で
あ
る
会
費
に

つ
い
て
、
５
年
更
新
が
遅
れ
て
い
る
の
で
会
員

の
皆
様
に
振
り
込
み
を
お
願
い
す
る
。 

こ
と
な
ど
を
確
認
し
、
参
加
者
に
は
昼
食
の
弁
当
を

配
布
し
て
散
会
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
か
ら
十
分
な
論
議
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

 

役
員
紹
介
（
敬
称
略
） 

 
 

会 

長 

岡
田 

洋 

 
 

副
会
長 

大
野
節
子
、
近
藤
康
秀 

 
 

監 

査 

林 

良
一 

 
 

事
務
局 

横
多
文
男 

 
 

幹 

事 

阿
志
賀
一
夫
、
飯
尾
哲 

篠
崎
順
子
、
長
峰
純
治 

谷
口
壮
一
郎
、
田
中
保
彦 

平
嶋 

文
憲
、
原
井
恵
美
子 

船
越
伸
登
志 

以
上
の
14
名
で
お
世
話
を
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

 

新
役
員
会
は
、
２
月
22
日
に
第
１
回
会
議
を
開
き

第
13
回
総
会
で
の
確
認
に
基
づ
い
て
次
の
取
り
組

み
を
確
認
し
ま
し
た
。 

（
１
）
山
好
き
同
好
会 

日
時 

４
月
２
日
（
土
） 

登
山 

黒
鉄
山
（
４
４
７
ｍ
）
～
牛
首
山
縦
走 

場
所 

大
野
城
市
（
裏
面
写
真
） 

集
合 

西
鉄
下
大
利
駅
前
（
９
時
３
０
分
集
合
） 

西
鉄
バ
ス
で
牛
首
ダ
ム
近
く
ま
で
乗
車 

 

行
動
時
間 

４
時
間
半
程
度
（
高
低
差
２
５
０
ｍ
） 

 

準 
 

備 

昼
食
、
行
動
食
、
飲
み
物
、
ス
ト
ッ
ク 

（
注
意
） 

雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。 

参
加
申
込 

090-1346-
7117

（
横
多
） 

（
２
）
小
旅
ク
ラ
ブ 

①
若
松
を
旅
す
る
（
歴
史
散
歩
） 
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風師山の頂上から門司港と下関を眺める関門海峡の風景です。 



日
時 

４
月
16
日
（
土
） 

 
 

場
所 

北
九
州
市
若
松
区 

 
 

集
合 

博
多
駅
9
時
09
発
、
門
司
港
行
乗
車 

 
 
 
 

戸
畑
駅
で
下
車
、
市
営
バ
ス
で
若
松
駅 

 
 

申
し
込
み
先 

市
職
労
書
記
局
又
は
横
多
ま
で 

 
 

締
め
切
り
日 
４
月
11
日
（
月
） 

 

主
な
散
策
ル
ー
ト 
石
炭
会
館→

旧
古
河
鉱
業→

若
松
南
海
岸
物
揚
げ
場→
わ
か
ち
く
資
料
館→

若
松

恵
比
須
神
社→

明
治
・
大
正
商
店
街→

火
野
葦
平
旧

居
な
ど 

 

昼
食
に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
商

店
街
で
の
会
食
を
予
定
し
ま
す
。 

②
大
牟
田
を
旅
す
る
（
近
代
化
遺
産
の
見
学
） 

日
時 

５
月
14
日
（
土
） 

場
所 

大
牟
田
市 

集
合 

西
鉄
大
牟
田
駅
10
時
集
合 

西
鉄
福
岡
駅
９
時
発
大
牟
田
行 

 
 

申
し
込
み
先 

市
職
労
書
記
局
又
は
（
横
多
） 

締
め
切
り
日 

５
月
９
日
（
月
） 

観
光
施
設
巡
り
に
当
た
っ
て
は 

観
光
協
会
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
に
案
内
を
お
願
い
し

ま
す
。 

③
小
規
模
バ
ス
ハ
イ
ク
の
検
討 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
完
全
に
治
ま
る
気
配

が
な
い
こ
と
か
ら
、
従
来
型
の
大
人
数
参
加
の
企
画

は
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
感
染
対
策
と
し
て
近
場
（
福
岡
・
佐
賀
）
、

少
人
数
（
25
人
以
内
）
、
屋
外
の
散
策
、
マ
ス
ク
着

用
と
手
洗
い
な
ど
を
守
り
な
が
ら
企
画
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
秋
口
に
柿
狩
り
や
ブ

ド
ウ
狩
り
、
紅
葉
の
散
策
な
ど
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す 参

加
費
等
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
会
社
と
の
協
議
に

な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
よ
り
少
し
高
く
な
る
見
込
み

で
す
。 

〈
山
好
き
同
好
会
報
告
〉 

風
師
山
か
ら
関
門
海
峡
を
眺
め
る 

 
山
好
き
同
好
会
は
、
１
月
22
日
に
北
九
州
市
の

門
司
区
に
あ
る
風
師
山
（
写
真
）
に
上
り
ま
し
た
。 

１
月
と
は
言
え
風
も
な
く
暖
か
い
日
で
門
司
港
駅

の
一
つ
手
前
の
JR
小
森
江
駅
に
10
時
半
に
降
り
、
風

師
山
登
山
口
と
な
る
子
ど
も
の
森
公
園
ま
で
１
キ
ロ

程
歩
き
登
山
道
に
入
り
ま
し
た
。
標
高
３
６
２
ｍ
と

低
山
で
門
司
市
民
が
日
頃
か
ら
歩
く
コ
ー
ス
で
し
た
。

そ
れ
で
も
斜
面
の
勾
配
は
山
頂
近
く
に
な
る
と
急
で

す
。
１
時
間
半
ほ
ど
で
風
師
山
山
頂
に
到
着
、
山
頂

か
ら
関
門
海
峡
が
一
望
で
き
ま
す
。
昼
食
を
山
頂
で

食
べ
て
、
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
ま
で
下
り
の
山
道
を

３
キ
ロ
程
歩
き
ま
す
が
、
途
中
に
は
「
も
み
じ
谷
参

道
」
美
し
い
自
然
も
眺
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

２
時
間
ほ
ど
歩
い
て
門
司
港
に
到
着
、
屋
外
ベ
ン
チ

に
腰
掛
け
て
門
司
港
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
ま
し
た
。 

早
春
の
四
王
寺
山
、
梅
の
花
が
満
開 

前
回
は
一
昨
年
の
晩
秋
に
登
っ
た
四
王
寺
山
で
し

た
が
、
今
回
は
早
春
の
時
期
に
登
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
寒
い
日
が
続
い
た
２
月
26
日
で
し
た
が
、
こ
の

日
は
久
し
ぶ
り
に
日
差
し
に
恵
ま
れ
て
暖
か
い
日
で

し
た
。
登
山
口
の
都
府
楼
公
園
に
あ
る
坂
本
神
社
で

参
加
者
と
待
ち
合
わ
せ
て
、
10
時
半
か
ら
登
り
始
め

ま
し
た
。 

公
園
の
梅
の
木
々
に
は
、
赤
、
白
、
ピ
ン
ク
色
の
花

び
ら
や
沢
山
の
つ
ぼ
み
が
春
の
日
に
光
っ
て
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
家
に
籠
り
が
ち
に
な
っ
て
い
る
子

ど
も
ず
れ
の
家
族

が
、
待
ち
わ
び
た
よ

う
に
公
園
で
楽
し

そ
う
で
し
た
。 

四
王
寺
山
は
標

高
４
５
０
ｍ
程
、
車

で
も
山
頂
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
る

家
族
ず
れ
に
人
気

が
あ
る
山
で
す
。
石

仏
が
各
所
に
あ
っ

て
巡
礼
コ
ー
ス
も

置
か
れ
、
多
く
の
方

が
季
節
ご
と
に
お
参
り
す
る
人
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

こ
の
日
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
対
策
で
マ
ス
ク
を
し
た
ま
ま
の
登
山
者
が
多

い
よ
う
で
し
た
。 

＊
会
費
の
納
付
に
つ
い
て 

 

同
封
の
振
込
用
紙
で
５
年
間
分
（
３
０
０
０
円
）
の

振
込
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 


